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   Ｇ１１Ｂ   7/0045  　　　Ｂ
   Ｇ１１Ｂ   7/125   　　　Ｃ
   Ｇ１１Ｂ  20/10    ３１１　
   Ｇ１１Ｂ  20/18    ５０１Ｚ
   Ｇ１１Ｂ  20/18    ５５０Ｃ
   Ｇ１１Ｂ  20/18    ５３４Ａ
   Ｇ１１Ｂ  20/18    ５７０Ｆ
   Ｇ１１Ｂ  20/18    ５７２Ｃ
   Ｇ１１Ｂ  20/18    ５７２Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成21年7月9日(2009.7.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　時刻ｋ－ｊ（ｋは３以上の整数、ｊは２以上の整数）における第１状態Ｓｋ－ｊから時
刻ｋにおける第２状態Ｓｋへと遷移するｎ（ｎは２以上の整数）通りの状態遷移列のうち
から最も確からしい状態遷移列を選択する最尤復号方式によって再生信号の復号を行い、
所定の記録媒体に記録されている記録マークの記録ずれを検出し、前記記録ずれにもとづ
いて記録制御を行う記録制御方法であって、
　前記時刻ｋ－ｊから時刻ｋまでの所定の期間ｊにおける前記ｎ通りの状態遷移列を規定
する前記第１状態Ｓｋ－ｊと前記第２状態Ｓｋとの所定の組み合わせのうち、前記記録マ
ークのエッジ部分に相当する組み合わせをｍ（ｍはｎ以下の整数）通り検出する工程と、
　前記検出されたｍ通りの状態遷移列のうち、１つのとりうる確からしい第１の状態遷移
列の前記所定の期間ｊにおける状態遷移の確からしさを表す指標をＰａとし、もう１つの
とりうる確からしい第２の状態遷移列の前記所定の期間ｊにおける状態遷移の確からしさ
を示す指標をＰｂとし、Ｐａ＝０となるときのＰａ－Ｐｂの値を－Ｐｓｔｄ、Ｐｂ＝０と
なるときのＰａ－Ｐｂの値をＰｓｔｄとするとき、｜Ｐａ－Ｐｂ｜―Ｐｓｔｄを算出する
工程と、
　前記記録マークの最短マーク長および前記記録マーク間の最短スペース長をｘＴ （ 但
し、ｘ は１以上の整数、Ｔ はクロック信号の周期）として表現するとき、
　ｘ Ｔ ～ （ ｘ ＋ ｃ ） Ｔ のマーク長を有する記録マークと、前記記録マークの始
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端又は終端に隣接するｘ Ｔ ～（ｘ ＋ ｄ ）Ｔ のスペース長を有するスペースとの組み
合わせ（ 但し、ｃおよびｄ は０ 以上の任意の整数）である複数の組に分類し、前記分
類された複数の組のそれぞれに対して、前記｜Ｐａ－Ｐｂ｜―Ｐｓｔｄの算出結果に基づ
いて、前記マークの始端における記録ずれ又は前記マークの終端における記録ずれを算出
する工程と、
　前記マーク長とスペース長の組み合わせごとに算出された記録ずれ結果に基づいて、記
録パラメータを調整する工程とを含み、
　前記記録ずれを算出する工程において、
　前記分類された複数の組のうち、ｘＴのマーク長又はスペース長を含む場合は、前記検
出されたｍ通りの状態遷移列のうち、ある特定の一つの状態遷移列における第１又は第２
の状態遷移列を最も確からしい状態遷移列とみなして、前記記録ずれ結果を算出し、
　前記分類された複数の組のうち、ｘＴのマーク長及びスペース長を含まない場合は、前
記検出されたｍ通りの状態遷移列のうち、複数の所定の状態遷移列における第１又は第２
の状態遷移列を最も確からしい状態遷移列とみなして、前記記録ずれ結果を算出する、記
録制御方法。
【請求項２】
　時刻ｋ－ｊ（ｋは３以上の整数、ｊは２以上の整数）における第１状態Ｓｋ－ｊから時
刻ｋにおける第２状態Ｓｋへと遷移するｎ（ｎは２以上の整数）通りの状態遷移列のうち
から最も確からしい状態遷移列を選択する最尤復号方式によって再生信号の復号を行い、
所定の記録媒体に記録されている記録マークの記録ずれを検出し、前記記録ずれを調整し
て記録を行う記録再生装置であって、
　前記時刻ｋ－ｊから時刻ｋまでの所定の期間ｊにおける前記ｎ通りの状態遷移列を規定
する前記第１状態Ｓｋ－ｊと前記第２状態Ｓｋとの所定の組み合わせのうち、前記記録マ
ークのエッジ部分に相当する組み合わせをｍ（ｍはｎ以下の整数）通り検出する手段と、
　前記検出されたｍ通りの状態遷移列のうち、１つのとりうる確からしい第１の状態遷移
列の前記所定の期間ｊにおける状態遷移の確からしさを表す指標をＰａとし、もう１つの
とりうる確からしい第２の状態遷移列の前記所定の期間ｊにおける状態遷移の確からしさ
を示す指標をＰｂとし、Ｐａ＝０となるときのＰａ－Ｐｂの値を－Ｐｓｔｄ、Ｐｂ＝０と
なるときのＰａ－Ｐｂの値をＰｓｔｄとするとき、｜Ｐａ－Ｐｂ｜―Ｐｓｔｄを算出する
手段と、
　前記記録マークの最短マーク長および前記記録マーク間の最短スペース長をｘＴ （ 但
し、ｘ は１以上の整数、Ｔ はクロック信号の周期）として表現するとき、
　ｘ Ｔ ～ （ ｘ ＋ ｃ ） Ｔ のマーク長を有する記録マークと、前記記録マークの始
端又は終端に隣接するｘ Ｔ ～（ｘ ＋ ｄ ）Ｔ のスペース長を有するスペースとの組み
合わせ（ 但し、ｃおよびｄ は０ 以上の任意の整数）である複数の組に分類し、前記分
類された複数の組のそれぞれに対して、前記｜Ｐａ－Ｐｂ｜―Ｐｓｔｄの算出結果に基づ
いて、前記マークの始端における記録ずれ又は前記マークの終端における記録ずれを算出
する手段と、
　前記マーク長とスペース長の組み合わせごとに算出された記録ずれ結果に基づいて、記
録パラメータを調整する手段と、
　前記調整された記録パラメータにもとづき、前記記録媒体に記録を行う手段と、を備え
、
　前記記録ずれを算出する手段において、
　前記分類された複数の組のうち、ｘＴのマーク長又はスペース長を含む場合は、前記検
出されたｍ通りの状態遷移列のうち、ある特定の一つの状態遷移列における第１又は第２
の状態遷移列を最も確からしい状態遷移列とみなして、前記記録ずれ結果を算出し、
　前記分類された複数の組のうち、ｘＴのマーク長及びスペース長を含まない場合は、前
記検出されたｍ通りの状態遷移列のうち、複数の所定の状態遷移列における第１又は第２
の状態遷移列を最も確からしい状態遷移列とみなして、前記記録ずれ結果を算出する記録
再生装置。
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【請求項３】
　時刻ｋ－ｊ（ｋは３以上の整数、ｊは２以上の整数）における第１状態Ｓｋ－ｊから時
刻ｋにおける第２状態Ｓｋへと遷移するｎ（ｎは２以上の整数）通りの状態遷移列のうち
から最も確からしい状態遷移列を選択する最尤復号方式によって再生信号の復号が行われ
、記録されている記録マークの記録ずれが検出され、前記記録ずれにもとづいて記録制御
が行われる記録媒体であって、前記記録制御を行う方法は、
　前記時刻ｋ－ｊから時刻ｋまでの所定の期間ｊにおける前記ｎ通りの状態遷移列を規定
する前記第１状態Ｓｋ－ｊと前記第２状態Ｓｋとの所定の組み合わせのうち、前記記録マ
ークのエッジ部分に相当する組み合わせをｍ（ｍはｎ以下の整数）通り検出する工程と、
　前記検出されたｍ通りの状態遷移列のうち、１つのとりうる確からしい第１の状態遷移
列の前記所定の期間ｊにおける状態遷移の確からしさを表す指標をＰａとし、もう１つの
とりうる確からしい第２の状態遷移列の前記所定の期間ｊにおける状態遷移の確からしさ
を示す指標をＰｂとし、Ｐａ＝０となるときのＰａ－Ｐｂの値を－Ｐｓｔｄ、Ｐｂ＝０と
なるときのＰａ－Ｐｂの値をＰｓｔｄとするとき、｜Ｐａ－Ｐｂ｜―Ｐｓｔｄを算出する
工程と、
　前記記録マークの最短マーク長および前記記録マーク間の最短スペース長をｘＴ （ 但
し、ｘ は１以上の整数、Ｔ はクロック信号の周期）として表現するとき、
　ｘ Ｔ ～ （ ｘ ＋ ｃ ） Ｔ のマーク長を有する記録マークと、前記記録マークの始
端又は終端に隣接するｘ Ｔ ～（ｘ ＋ ｄ ）Ｔ のスペース長を有するスペースとの組み
合わせ（ 但し、ｃおよびｄ は０ 以上の任意の整数）である複数の組に分類し、前記分
類された複数の組のそれぞれに対して、前記｜Ｐａ－Ｐｂ｜―Ｐｓｔｄの算出結果に基づ
いて、前記マークの始端における記録ずれ又は前記マークの終端における記録ずれを算出
する工程と、
　前記マーク長とスペース長の組み合わせごとに算出された記録ずれ結果に基づいて、記
録パラメータを調整する工程とを含み、
　前記記録ずれを算出する工程において、
　前記分類された複数の組のうち、ｘＴのマーク長又はスペース長を含む場合は、前記検
出されたｍ通りの状態遷移列のうち、ある特定の一つの状態遷移列における第１又は第２
の状態遷移列を最も確からしい状態遷移列とみなして、前記記録ずれ結果を算出し、
　前記分類された複数の組のうち、ｘＴのマーク長及びスペース長を含まない場合は、前
記検出されたｍ通りの状態遷移列のうち、複数の所定の状態遷移列における第１又は第２
の状態遷移列を最も確からしい状態遷移列とみなして、前記記録ずれ結果を算出する、記
録媒体。
【請求項４】
　請求項３に記載の記録媒体を再生する再生方法であって、
　前記記録媒体にレーザを照射するステップと、
　前記照射による前記記録媒体からの反射光を受光するステップと、
　前記受光された反射光から再生信号を生成するステップと、を有する、再生方法。
【請求項５】
　前記記録パラメータの調整は、前記｜Ｐａ－Ｐｂ｜―Ｐｓｔｄが０に近づくように記録
パラメータを調整する、請求項１に記載の記録制御方法、又は請求項２に記載の記録再生
装置、又は請求項３に記載の記録媒体。
【請求項６】
　請求項１に記載の各工程を実行するためのプログラム、又は、
　前記プログラムが電子計算機により実行可能な形式にて格納されたプログラム格納媒体
。
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